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テーマ：第２言語習得に必要

不可欠な多読・多聴
講師：高瀬　敦子先生
日時：　平成24年7月7日（土）
14時４０分～16時10分
場所：　関西大学千里山キャンパス
岩崎記念館　４階　多目的ホール２
概要

昨今大学生の英語レベルの低下が問題になっているが、これには様々な原因がある。英語学習に限って言うと英語学習初期の中学時代に十分なインプットがなされず、基礎が固まる前に次々と新たな文法事項を詰め込んだことにあるだろう。その結果、英語に対する苦手意識を持つ生徒が増え、それを引きずりながら高校・大学に進学して来た学生が増えてきたのが一番の原因ではなかろうか。このような英語アレルギーの学生が目の前に大勢いる場合、我々は何ができるだろうか。まずは、何とかやる気を起こさせて、英語学習に取り組ませなければいけない。やる気を起こさせるには、従来の学習法に手を加えたぐらいではあまり効果は期待できないだろう。なによりも、まず苦手意識を払拭して自信を回復させる必要がある。そうすればやる気がおこり、自主性が芽生え、徐々に自律した学習ができるようになってくる。
そこで登場するのが多読・多聴であるが、やり方によっては成功しない場合もあるので工夫が必要である。多読・多聴が学習者をひきつけモーテイベーションを向上させる3大要素は多読教材・読書時間の確保・教師の役割である。多読授業を成功させるにはどのような工夫が必要であるかを述べたいと思う。
学内の専任、非常勤講師の先生方、言語教育に興味のある学部生、院生の皆さんのご参加をお待ちしています。事前の申し込みは不要です。
お問合せ先：関西大学外国語学部　　TEL：06-6368-0034
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